
志

賀

村

誌



地

勢

と

山

脈

鹿

が

瀬

山

の

分

岐

連

旦

せ

る

山

脈

北

方

に

起

伏

し

、

分

れ

て

由

良

港

の

南

岸

を

擁

せ

る

も

の

更

に

西

に

走

り

て

比

井

崎

村

を

劃

せ

る

あ

り

。

南

方

又

山

嶺

聳

へ

茲

に

一

。

。

大

渓

谷

を

な

す

是

大

字

志

賀

に

し

て

其

南

に

あ

る

山

嶺

の

東

麓

は

大

字

小

池

な

り

即

小

池

は

西

山

を

負

ひ

、

南

北

東

三

方

は

田

畑

広

く

連

な

り

而

し

て

大

字

志

賀

は

三

面

山

に

囲

れ

し

地

に

し

て

北

面

よ

り

斜

め

に

東

南

に

延

び

東

は

田

野

開

け

た

り

。

志

賀

川

は

大

字

志

賀

を

貫

流

し

東

に

向

か

っ

て

流

れ

西

内

原

村

大

字

小

中

を

過

ぎ

て

西

川

と

合

す

本

村

は

南

西

北

の

三

方

山

岳

を

も

っ

て

包

囲

す

れ

ど

斉

し

く

皆

鹿

が

瀬

山

脈

の

分

岐

せ

る

も

の

に

て

、

特

に

高

岳

重

巒

の

筆

す

べ

き

も

の

な

し

。

其

の

北

方

に

起

伏

し

て

稍

高

き

処

を

清

山

（

脊

山

）

と

稱

し

一

を

天

蓋

山

と

呼

ぶ

、

南

方

に

●

り

て

峯

巒

を

な

す

も

の

を

三

河

谷

山

と

い

ふ

。

其

連

峯

又

西

山

と

稱

す

。

蓋

し

大

字

小

池

の

西

に

当

れ

る

を

以

て

な

り

。

而

し

て

そ

の

山

嶺

や

最

高

と

雖

も

海

抜

僅

に

三

百

米

す

ぎ

ず

。

谿

谷

亦

数

多

な

れ

ど

も

何

れ

も

山

浅

く

、

幽

●

な

る

も

の

を

見

ず

。

全

山

多

く

は

松

樹

に

し

て

羊

歯

笹

等

の

下

草

繁

茂

す

。



河

川

と

利

用

志

賀

川

は

源

を

脊

山

に

発

し

、

数

多

の

谷

川

を

集

め

、

大

字

志

賀

を

貫

流

し

、

西

内

原

村

大

字

小

中

に

至

り

高

家

川

と

会

し

て

西

川

と

な

る

。

流

勢

急

な

ら

ざ

る

も

水

深

僅

か

に

二

尺

舟

棹

の

利

な

し

。

又

流

材

の

便

な

し

。

然

れ

ど

も

夏

時

田

野

の

灌

漑

用

水

は

全

く

此

川

に

資

れ

り

。

即

ち

志

賀

主

要

田

地

を

う

る

ほ

す

。

上

志

賀

大

池

の

用

水

は

此

川

に

よ

り

て

運

ば

る

。

故

に

各

所

に

井

堰

を

設

け

て

用

水

路

に

通

ず

。

流

程

一

里

三

町

六

間

流

幅

三

間

水

深

平

均

二

尺

海

岸

由

良

湾

の

南

辺

の

一

部

と

成

る

。

リ

ヤ

ス

式

沿

岸

な

り

多

く

は

峻

崕

と

な

り

。

磯

浜

に

し

中

に

少

許

の

砂

浜

あ

り

。

村

落

こ

こ

に

発

展

し

交

通

上

の

関

係

よ

り

海

を

利

し

て

、

物

資

を

和

歌

山

に

求

む

る

も

の

多

し

。

西

端

コ

ブ

チ

の

鼻

よ

り

比

井

崎

の

界

十

七

曲

阪

山

脚

を

以

て

由

良

を

境

す

。

西

へ

岩

戸

及

大

井

の

小

湾

入

あ

り

。

掌

大

の



砂

丘

を

見

る

。

そ

の

他

岩

連

な

り

て

柏

浦

に

至

る

。

柏

は

重

山

を

北

に

仰

ぎ

民

家

数

十

距

岸

北

一

町

に

五

尋

線

に

達

し

、

底

質

小

池

。

浦

の

西

を

高

坪

山

と

云

い

、

一

三

七

米

・

北

西

角

榁

の

木

鼻

と

い

ふ

。

海

を

距

て

神

谷

浦

を

望

み

、

北

鼻

、

岩

礁

散

立

す

。

北

鼻

は

一

町

二

町

に

て

五

尋

線

に

達

せ

し

も

、

こ

こ

に

て

は

五

尋

を

示

or
1/2

す

。

西

二

町

に

て

十

尋

に

達

す

。

鼻

南

に

小

杭

の

湾

入

あ

り

、

口

北

西

に

向

ひ

長

四

、

、

。

町

幅

三

町

其

中

央

三

尋

底

質

中

央

に

砂

南

北

両

岸

に

接

す

る

と

こ

ろ

岩

也

1/4

浦

の

西

に

突

出

す

る

を

方

杭

と

し

、

其

西

角

コ

ブ

ナ

の

鼻

、

頂

上

八

十

米

直

下

九

尋

の

岩

底

を

廻

れ

ば

比

井

崎

村

な

り

。

地

質
石

英

地

層

岩

石

硬

砂

岩

な

り

土

壌

砂

二

粘

土

八

山

田

赤

土

と

稱

す

る

粘

土

多

し

人

工

灌

漑

溜

池



溜

池

（

面

積

五

反

歩

以

上

の

も

の

）

全

部

に

て

九

十

五

あ

り

、

其

内

顕

著

な

る

も

の

周

囲

面

積

水

掛

反

別

大

池

五

町

五

十

間

二

町

四

反

六

畝

二

十

四

歩

六

四

町

八

反

三

畝

弥

谷

池

三

町

五

十

間

八

反

八

畝

二

十

九

歩

三

一

町

〇

反

八

畝

二

〇

歩

寺

上

池

三

町

十

六

間

八

反

九

畝

九

歩

三

八

町

三

反

二

畝

一

三

歩

蓮

池

三

町

六

間

八

反

六

畝

十

四

歩

八

町

四

反

比

井

路

池

二

町

四

十

七

間

八

反

八

畝

六

歩

一

一

町

七

反

清

山

池

二

町

五

十

間

五

反

九

畝

二

十

歩

十

二

町

五

反

丹

谷

大

池

百

九

十

六

間

八

反

九

畝

九

歩

三

八

町

三

反

二

畝

十

三

歩

大

字

区

劃

と

沿

革

本

村

は

志

賀

、

小

池

の

二

字

に

分

か

る

。

古

来

志

賀

荘

の

名

あ

り

。

志

賀

は

其

境

域

一

里

許

に

し

て

大

字

内

更

に

柏

、

上

志

賀

、

久

志

、

中

志

賀

、

下

志

賀

、

谷

口

の

六

部

に

別

る

。

往

昔

上

志

賀

の

古

稱

大

畑

村

と

い

ひ

、

下

志

賀

に

て

も

平

野

村

と

稱

し

こ

と

あ

り

。

村

別

施

行

前

迄

は

各

副

戸

長

を

置

き

部

落

を

納

め

た

り

。

小

池

は

村

の

中

程

に

大

な

る

池

あ

り

、

地

名

或

い

は

こ

れ

よ

り

起

り

、

後

訛

り

て

小



の

字

に

改

め

し

と

い

ふ

。

本

村

は

一

村

と

し

て

持

立

せ

し

が

村

制

実

施

に

際

し

地

理

関

係

上

、

志

賀

村

に

編

入

せ

り

。

柏

の

地

名

は

王

子

権

現

の

柏

葉

に

乗

り

て

上

陸

せ

し

所

な

り

し

よ

り

出

ず

。

宗

教

と

沿

革

及

村
の

発

達
に
つ

き

本

村

は

往

古

よ

り

仏

教

伝

播

し

他

教

侵

入

の

形

跡

を

認

め

ず

。

現

今

浄

土

宗

鎮

西

派

三

か

寺

、

真

宗

本

願

寺

派

五

か

寺

、

何

れ

も

三

四

百

年

以

降

の

創

設

に

係

る

。

当

時

本

山

仏

像

を

交

付

す

る

に

裏

書

き

な

る

の

あ

り

し

存

す

。

今

試

み

に

各

寺

院

創

開

以

前

を

溯

攻

す

れ

ば

、

ほ

と

ん

ど

文

献

の

徴

す

べ

き

も

の

な

し

と

雖

も

、

個

人

の

家

譜

及

び

碑

名

の

刻

文

或

い

は

山

間

又

は

池

底

河

中

数

尺

の

地

中

よ

り

発

掘

せ

し

五

輪

石

（

五

輪

塔

婆

と

稱

へ

如

意

珠

形

、

半

月

形

、

三

角

形

、

円

形

、

方

形

を

な

せ

る

も

の

あ

り

。

光

、

法

身

本

有

を

形

容

せ

る

古

代

の

墓

標

）

又

は

數

十

個

の

仏

像

を

彫

刻

せ

る

。

石

片

を

検

す

る

に

吾

国

古

来

窓

曇

体

文

と

稱

す

る

印

度

（

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

の

呪

文

を

舟

形

又

は

形

石

の

四

面

に

刻

せ

ざ

る

を

即

●

●

●

●

又

は

●

）

（

）

（

●

●

●

）

或

は

（

●

●

●

●

）

等

を

記

す

。

第

一

は

不

動

明

王

の

呪

中

の

文

字

、

第

二

は

妙

見

察

智

郎

弥

陀

呪

な

り

、

第

三

は

廬

遽

那

の

陀

羅

尼

、

何

れ

も

印

度

古

来

の

文

字

悉

曇

文

と

云

え

る

字

形

の

明

瞭

に

存

せ

り

依

之

れ

を

見

れ

ば

古

義

新

義

に

撰

ふ

真

言

の

教

義

の

行

わ

れ

し

こ

と

推

究

す

る

に

た

ら

ん

。

或

は

伝

う

臨

済

禅

の

人

信

州



の

覚

心

由

良

村

に

来

た

り

永

仁

元

年

普

化

の

一

派

を

開

け

り

。

其

余

化

本

村

に

没

及

し

て

小

寺

院

の

形

跡

を

な

せ

し

も

の

の

如

し

。

現

今

寺

地

と

稱

す

る

地

、

丈

六

寺

、

法

性

寺

等

の

稱

あ

る

田

圃

又

は

寺

谷

、

天

蓋

嶺

の

稱

あ

り

て

今

猶

地

名

た

り

。

惟

ふ

に

当

時

禅

・

真

両

存

せ

し

な

ら

ん

中

古

本

願

寺

八

世

彗

燈

大

師

亡

後

仝

十

一

世

顕

。

（

如

）

天

正

年

前

後

会

タ

マ

雑

賀

孫

市

に

興

せ

し

真

宗

信

徒

の

河

内

川

瀬

よ

り

移

住

し

？

？

？

て

本

村

の

一

部

を

形

成

す

る

も

の

を

川

瀬

氏

と

す

。

亦

来

信

徒

増

殖

し

終

に

教

寺

を

創

設

す

る

に

至

れ

り

。

故

に

真

宗

寺

院

に

は

各

本

願

寺

第

八

世

（

蓮

如

、

第

十

世

）

（

澄

如

、

第

十

一

世

（

顕

如

）

諸

名

師

の

筆

跡

を

伝

ふ

る

幅

軸

を

現

存

せ

り

。

要

）

す

る

に

往

昔

空

海

の

徒

あ

り

て

真

言

宗

を

鼓

吹

し

中

古

浄

土

及

真

宗

の

徒

興

り

て

念

仏

宗

を

伝

へ

率

て

現

今

の

形

勢

を

な

せ

り

。

其

浄

土

宗

は

住

職

世

世

血

統

な

き

故

か

歴

世

記

録

等

の

明

徴

を

逸

せ

る

は

惜

し

む

べ

し

。

只

誕

生

院

は

徳

本

行

者

の

開

基

に

し

て

僅

々

百

年

前

の

創

設

に

係

り

堂

宇

又

随

い

て

新

た

に

紀

伊

一

位

公

の

上

人

に

帰

依

す

る

厚

か

り

し

に

よ

り

建

設

ま

た

公

の

助

く

る

処

也

。

現

今

は

鎮

西

派

に

属

す

る

も

梢

宗

義

に

経

庭

あ

る

も

の

の

如

し

。

谷

口

部

落

は

往

古

湯

川

村

方

面

よ

り

移

住

せ

し

も

の

に

し

て

、

明

治

初

年

真

宗

即

生

寺

を

併

設

せ

い

も

の

な

り

。

？

要

す

る

に

本

村

は

戸

数

、

人

口

の

比

較

上

寺

院

の

数

多

く

従

っ

て

教

義

の

徹

底

部

民

道

念

に

厚

き

も

の

の

多

し

。

農

業



自

作

田

一

二

三

町

八

畑

一

六

町

八

耕

地

反

別

小

作

田

一

四

七

町

二

畑

二

町

？

反

別

量

反

当

価

米

作

付

反

別

二

一

七

町

五

九

〇

八

石

二

石

一

斗

八

升

二

〇

六

、

二

八

〇

麦

〃

八

七

町

一

〇

五

〇

石

一

石

二

斗

一

一

、

五

五

〇

・

米-
-
-
-
-
-
-
-

五

九

八

〇

石

・

大

豆-
-
-
-
-
-

五

〇

・

麦-
-
-
-
-
-
-
-

一

〇

五

〇

石

・

小

豆-
-
-
-
-
-

七

・

蚕

繭-
-
-
-
-
-

一

〇

八

〇

石

・

茄

子-
-
-
-
-
-

二

八

〇

〇

・

除

虫

菊-
-
-
-

二

〇

〇

貫

・

柑

橘-
-
-
-
-
-

七

八

〇

〇

・

芋

類-
-
-
-
-
-

一

〇

五

〇

貫

・

梅-
-
-
-
-
-
-
-

二

〇

・

大

根-
-
-
-
-
-

一

九

五

〇

〇

貫

・

柿-
-
-
-
-
-
-
-

一

五

〇

〇

・

山

桃-
-
-
-
-
-

五

其

他

産

業



桑-
-

十

二

町

四

反

養

蚕

戸

数-
-

一

五

〇

戸

？

立-
-

七

六

九

枚

養

蚕

繭-
-

三

六

〇

〇

〆

價-
-

二

一

二

四

〇

円

瓦

屋-
-

二

売

薬-
-

三

大

工-
-

十

五

桶

屋-
-

二

石

工-
-

一

工

業

牛-
-

一

七

二

馬-
-

四

牧

畜

魚

類-
-

一

五

〇

円

テ

ン

グ

サ-
-

一

〇

四

円

海

草

類-
-

三

六

〇

円

水

産

若

目-
-

三

〇

円

村

勢
河

川

（

四

町

一

反

四

畝

五

歩

。

道

路

（

一

町

八

反

九

畝

十

七

歩

）

官

有

地

）

其

他

（

三

段

三

畝

六

歩

）

田

（

二

五

一

町

四

反

三

畝

二

十

九

歩

。

畑

（

五

町

三

反

二

畝

十

歩

）

民

有

地

）

宅

地

（

二

町

三

反

九

畝

〇

二

歩

。

山

林

（

十

八

町

四

反

八

畝

十

歩

）

）

本

村

人

の

他

村

に

て

所

有

せ

る

も

の

田

（

十

八

町

九

反

六

畝

二

十

九

歩

。

地

価

（

六

、

八

二

八

、

八

四

〇

。

）

）

畑

（

八

反

二

畝

十

七

歩-
-
-

地

価-
-
-

一

一

二

、

三

六

。
）

宅

地

（

三

町

八

畝-
-
-

地

価

一

〇

五

、

〇

六

）

山

林

（

五

三

町

八

反

五

畝

〇

七

歩-
-
-

地

価

二

四

七

、

七

二

）



戸

数

現

在

人

口

一

九

二

〇

、

戸

数

四

〇

四

、

本

籍

人

口

男

一

四

三

六

女

一

三

五

四

計

二

七

九

〇

職

業

別

農

三

五

〇

商

工

二

二

〇

漁

〇

力

役

〇

雑

二

三

？

？

？

耕

地

二

四

二

町

四

反

八

畝

十

三

歩

自

作

九

十

四

町

七

反

九

畝

九

歩

小

作

六

四

町

八

反

八

畝

廿

八

歩

王

子

神

社

村

社

王

子

神

社

は

大

字

志

賀

字

下

志

賀

に

あ

り

、

天

照

ら

す

皇

太

神

を

奉

祀

す

。

旧

記

な

き

を

以

て

勧

請

年

月

祥

な

ら

ず

。

蓋

し

本

郡

は

往

昔

熊

野

神

領

に

し

て

他

に

神

社

な

く

、

王

子

神

社

を

祀

れ

る

●

地

何

れ

も

白

鳳

（

雉

）

元

年

（

千

二

百

五

十

年

前

）

九

月

八

日

人

皇

四

十

代

天

武

天

皇

の

世

勧

請

し

た

る

も

の

な

れ

ば

本

社

も

亦

夫

れ

に

依

れ

る

な

る

べ

し

。

毎

年

例

祭

九

月

九

日

に

あ

る

を

以

て

こ

れ

を

推

し

て

知

ら

る

べ

し

。

天

正

の

頃

神

職

は

志

賀

七

太

夫

に

て

●

来

第

十

世

を

経

て

志

賀

在

京

と

い

ふ

政

鶴

に

至

り

神

職

を

辞

し

去

ら

れ

し

を

以

て

当

時

即

ち

明

治

初

年

の

頃

白

崎

村

大

字

衣

奈

祠

掌

上

山

守

之

介

兼

務

。

明

治

十

八

年

玉

置

孝

彦

其

後

を

襲

ひ

現

今

に

至

れ

り

別

に

由

緒

の

著

し

き

を

見

ず

。



明

治

六

年

四

月

村

社

と

な

り

仝

四

十

年

七

月

一

日

左

記

無

格

社

を

合

祀

す

る

。

一

、

秋

葉

神

社

加

具

土

神

大

字

志

賀

別

当

谷

よ

り

一

、

氏

神

神

社

大

国

主

命

字

大

谷

よ

り

一

、

大

将

軍

社

皇

太

神

字

山

城

よ

り

一

、

天

神

社

道

真

公

字

天

満

よ

り

一

、

竜

王

社

祭

神

不

明

字

稲

葉

谷

よ

り

一

、

上

柏

神

社

〃

字

早

津

川

口

に

あ

り

し

も

王

子

権

現

勧

請

の

と

き

柏

村

よ

り

移

し

上

り

柏

の

名

あ

り

。

一

、

妙

見

神

社

〃

字

折

戸

よ

り

一

、

松

下

神

社

〃

字

赤

坂

よ

り

一

、

弁

財

天

神

社

市

杵

島

姫

字

岩

の

硲

よ

り

一

、

右

大

臣

祭

神

不

明

字

岩

の

硲

に

あ

り

し

も

土

人

お

ゝ

ん

だ

い

し

と

い

ふ

。

文

字

或

は

御

大

臣

と

書

す

る

か

何

れ

か

縁

あ

る

べ

し

。

一

、

里

神

社

〃

字

里

神

よ

り

一

、

金

比

羅

神

社

大

物

主

神

字

大

原

よ

り

（

文

化

七

年

深

海

三

右

ェ

門

金

山

彦

命

讃

岐

象

頭

山

よ

り

勧

請

す

）

一

、

妙

見

神

社

伏

犠

神

農

黄

帝

社

石

尾

に

二

社

あ

り

石

尾

に

あ

り

し

も

の

、

伏

犠

神

皇

黄

帝

社

と

す

。

漢

神

鎮

座

の

社

、

住

吉

多

か

り

し

も

の

に

て

之

は

其

の

一

つ

に

し

て

「

伊

勢

紀

伊

の

百

姓

牛

を

殺

し

て

漢

社

を

祀



る

」

と

延

暦

年

間

の

書

記

に

見

ゆ

。

吉

田

村

の

大

野

氏

祈

り

て

一

男

を

得

し

と

き

三

帝

の

画

像

を

奉

納

し

後

上

志

賀

の

川

瀬

氏

三

帝

の

像

を

刻

し

て

奉

納

せ

り

と

、

但

し

本

郷

土

と

し

て

は

珍

ら

し

。

志

賀

王

子

神

社

雑

記

志

賀

五

ヶ

村

惣

社

下

志

賀

村

に

御

鎮

座

若

一

王

子

大

権

現

宮

は

筑

前

國

志

賀

郡

志

賀

大

明

神

に

而

。

底

津

少

童

命

・

上

津

少

童

命

・

中

津

少

童

命

と

由

て

御

一

体

に

て

渡

ら

せ

給

ふ

。

神

代

の

時

筑

前

國

志

賀

郡

に

天

降

り

賜

ふ

御

神

に

て

志

賀

大

明

神

と

申

参

る

。

往

昔

筑

前

国

よ

り

柏

葉

の

船

に

乗

而

西

之

岸

に

御

着

上

成

候

付

某

所

よ

り

申

し

夫

れ

よ

り

中

志

賀

に

暫

く

休

み

、

其

所

を

今

に

上

り

柏

と

申

す

。

夫

れ

よ

り

下

志

賀

村

に

御

垂

給

御

神

人

、

観

請

と

申

し

て

は

無

之

由

柏

村

に

さ

そ

う

明

神

あ

り

。

、

文

字

に

は

搏

指

明

神

書

く

。

是

は

柏

葉

の

船

頭

の

神

か

但

筑

前

国

志

賀

郡

に

志

賀

大

明

神

右

三

所

と

も

御

一

躰

の

神

な

り

。

右

は

弥

志

賀

大

明

神

に

而

渡

ら

せ

給

ふ

を

昔

後

白

河

院

熊

野

御

社

参

の

砌

押

而

神

号

を

改

御

ふ

し

ん

を

も

願

し

様

神

号

改

替

と

伝

る

。

但

志

賀

大

明

神

は

本

地

住

吉

大

。

、

。

明

神

也

横

浜

名

越

の

宮

は

住

吉

大

明

神

に

而

上

筒

男

・

中

筒

男

命

の

御

一

体

而

右

宮

に

垂

給

を

好

ふ

よ

し

寛

政

八

年

今

よ

り

百

五

十

年

前

辰

八

月

十

七

日

、

京

都

吉

田

二

位

殿

学

士

玉

田

氏

部

と

申

神

道

者

当

所

権

現

に

於

て

長

床

講

釈

の

時

弁

之

や



（

右

平

松

の

雑

誌

中

に

記

載

せ

り

）

寛

政

一

二

年

庚

申

二

月

一

三

日

（

今

よ

り

百

三

十

年

前

）

ご

神

体

カ

ナ

仏

の

観

世

音

菩

薩

御

長

一

尺

五

寸

程

有

則

神

主

志

賀

信

濃

を

以

御

戸

帳

を

開

き

厨

子

を

出

し

稲

葉

七

郎

併

に

亀

吉

共

に

拝

見

致

す

。

但

再

興

●

物

の

内

一

人

前

一

匁

八

分

づ

つ

掛

か

る

。

七

郎

は

掛

合

而

銀

二

貫

三

分

を

出

す

。

御

棟

札

名

前

下

志

賀

神

主

志

賀

信

濃

久

林

庄

屋

中

村

甚

後

五

兵

衛

肝

入

岡

本

助

五

郎

稲

葉

七

郎

義

迫

仝

小

普

請

組

稲

葉

彦

六

珠

通

仝

百

姓

稲

葉

庄

右

ェ

門

〃

稲

葉

市

左

ェ

門

一

通

〃

稲

葉

良

右

ェ

門

某

〃

稲

葉

左

玄

次

武

昭

〃

武

分

口

手

代

野

尻

富

右

ェ

門

武

氏

同

庄

屋

勝

伊

助

同

村

大

工

藤

原

専

助



宝

物神

鏡･
･
･
･

一

面

（

円

形

に

し

て

直

径

一

尺

二

寸･
･
･

村

松

因

幡

守

重

義

作

）

釼
･
･
･
･

一

口

（

白

鞘

及

長

八

寸･
･
･
･

国

光

作

。
）

三

種

神

器

（

模

造

品

）

祭

典

は

往

時

よ

り

毎

年

陰

暦

九

月

九

日

な

り

し

が

明

治

四

十

一

年

よ

り

陽

暦

十

月

十

七

日

（

神

嘗

祭

）

と

せ

り

。



浄

恩

寺

本

堂

六

間

に

六

間

半

檀

戸

八

十

二

志

賀

村

一

千

九

百

八

十

八

番

地

に

あ

り

浄

土

宗

鎮

西

派

に

属

し

総

本

山

知

恩

院

の

所

轄

に

し

て

水

（

北

？

）

光

山

院

号

を

南

秀

院

と

稱

す

。

当

山

は

往

時

字

下

志

賀

平

野

に

あ

り

し

が

豊

臣

秀

吉

南

征

の

当

時

（

文

銘

四

年

・

天

正

十

三

年

）

平

幸

兵

災

に

か

か

り

堂

宇

僧

坊

焼

失

せ

し

た

め

開

基

の

時

代

不

詳

な

り

。

再

建

時

代

亦

詳

な

ら

ず

只

存

す

る

過

去

帳

を

繙

り

に

文

禄

四

年

末

以

来

の

分

の

み

に

て

以

前

は

知

る

由

な

し

、

。

後

慶

長

年

間

湯

川

氏

の

臣

平

井

掃

部

春

頼

の

弟

恵

雲

其

師

清

通

と

共

に

中

興

す

境

内

坪

数

三

百

九

十

七

坪

基

本

財

産

八

百

円

。

歴

代

住

職

左

の

如

し

。

初

代

清

通

大

徳

ー

慧

雲

大

徳

ー

竜

益

（

元

和

元

年

九

月

死

）

ー

説

玄

（

元

禄

九

年

一

〇

月

死

）

ー

存

益

（

元

禄

十

一

年

死

）

ー

西

説

（

享

保

元

年

四

月

死

）

ー

泰

良

（

享

保

三

年

死

）

ー

其

後

曇

誉

上

人

ー

実

誉

上

人

ー

融

誉

上

人

あ

り

ー

大

麟

文

化

二

年

十

月

死

ー

峻

誉

上

人

海

天

文

化

二

年

死

？

ー

天

純

明

（

）

（

）

（

治

十

七

年

九

月

死

）

ー

随

光

ー

光

純

（

現

住

職

）

誕

生

院



鎮

西

派

浄

土

宗

な

り

。

本

堂

大

六

間

に

四

間

。

境

内

三

六

六

坪

。

檀

徒

数

五

。

初

め

文

化

七

年

九

月

徳

本

上

人

出

生

の

地

に

小

堂

を

建

立

し

て

誕

生

院

と

稱

す

。

天

保

二

年

下

富

安

村

廃

寺

の

号

を

移

し

浄

安

寺

と

改

む

。

同

七

年

三

月

誕

生

院

（

紫

雲

山

）

と

山

号

・

寺

号

の

公

稱

許

可

を

出

願

す

る

と

共

に

行

者

誕

生

の

地

に

つ

き

誕

生

院

と

通

稱

更

正

の

許

可

を

得

た

り

。

寛

政

七

年

十

二

月

徳

川

治

宝

（

従

一

位

前

臣

相

）

の

命

に

よ

り

本

堂

を

再

建

す

。

慶

應

元

年

観

音

堂

と

明

治

二

十

一

年

如

来

堂

を

建

立

す

。

明

治

四

十

三

年

庫

裏

な

ら

び

に

付

属

建

物

を

改

築

す

る

。

徳

本

を

開

山

と

し

天

硯

・

本

仏

・

本

仁

・

本

願

・

稱

務

・

徳

門

相

成

り

。

得

生

寺

志

賀

村

五

百

五

十

八

番

地

元

和

四

年

三

月

小

庵

建

設

。

嘉

永

三

年

六

月

五

百

七

十

五

番

地

に

小

堂

再

建

、

移

転

慶

應

四

年

辰

七

月

寺

号

許

可

。

明

治

十

二

年

一

月

現

在

地

に

移

転

。

本

堂

三

十

六

坪

境

内

二

百

二

十

九

坪



阿

弥

陀

如

来

立

像

、

見

真

大

師

畫

像

一

軸

上

宮

太

子

畫

像

見

真

大

師

縁

起

畫

像

四

軸

前

住

職

藤

本

了

教

を

第

一

世

と

す

明

光

寺

大

字

志

賀

三

千

四

百

八

十

四

番

地

に

あ

り

。

真

宗

本

願

寺

西

派

に

し

て

晴

雲

山

明

光

寺

と

稱

す

。

開

基

創

立

等

年

代

不

詳

な

れ

ど

も

、

祖

先

累

代

真

宗

教

義

を

崇

信

し

先

祖

曽

我

次

郎

左

ェ

門

の

父

祖

（

後

土

御

門

天

皇

文

明

年

中

）

毛

坊

主

に

て

有

之

村

宗

旨

を

司

り

高

二

百

石

許

り

を

所

持

せ

り

と

。

同

年

中

本

願

寺

第

九

世

寛

如

上

人

判

阿

弥

陀

仏

像

を

道

場

に

奉

安

せ

ら

る

（

現

今

奉

安

の

畫

像

即

ち

是

な

り

）

又

外

に

六

（

、

）

字

の

名

号

軸

裏

書

に

も

大

永

五

年

酉

正

月

十

九

日

寛

如

判

大

畑

村

明

光

寺

有

之

寺

号

こ

の

時

よ

り

起

り

し

を

証

せ

ら

る

。

そ

の

後

天

正

四

年

の

夏

本

願

寺

第

十

一

世

光

佐

（

顕

如

上

人

）

織

田

信

長

と

確

執

の

時

、

時

の

住

職

祐

然

な

る

も

の

鷺

の

森

坊

舎

へ

駆

け

参

じ

上

人

へ

の

忠

節

を

畫

せ

し

た

め

賞

と

し

て

寺

大

破

に

及

ば

ば

可

申

出

本

山

よ

り

取

立

可

い

下

筈

御

朱

印

を

賜

り

其

上

顕

如

上

人

よ

り

御

弟

子

中

に

加

え

ら

れ

此

法

名

さ

づ

け

ら

れ

御

朱

印

荷

が

た

く

感

じ

大

切

に

保

有

し

居

ら

れ

し

が

後

故

あ

り

て

名

号

と

共

に

紛

失

せ

り

。

亦

後

宝

二

年

火

災

に

か

か

り

旧

記

等

一

切

焼

失

僅

に

小

堂

を

建

て

ら

れ

し

が

遂

に

大

破

に

及

び

明

治

五

年

三

月

官

許

を

得

て

大

畑

竜

渓

本



堂

再

建

せ

ら

る

。

境

内

坪

数

百

三

十

坪

四

間

に

六

間

財

産

額

七

百

八

十

六

円

控

戸

三

〇

宝

物

彗

塔

大

師

直

筆

六

字

名

号

中

型

一

軸

阿

弥

陀

仏

畫

像

本

願

寺

よ

り

下

付

一

軸

准

如

上

人

畫

像

〃

一

軸

聖

徳

太

子

畫

像

及

伝

燈

大

師

高

祖

畫

像

各

一

軸

本

願

寺

一

八

世

文

如

上

人

畫

像

本

願

寺

よ

り

下

付

一

軸

本

願

寺

第

八

世

蓮

如

上

人

畫

像

〃

〃

真

宗

聖

典

仏

説

三

部

経

寛

如

上

人

よ

り

下

付

一

軸

歴

代

住

職祐

然

天

正

七

年

十

二

月

死

ー

祐

順

元

和

元

年

三

月

死

ー

祐

智

寛

（

）

（

）

（

永

五

年

十

月

）

ー

祐

禅

（

寛

文

二

年

一

月

）

ー

祐

西

（

延

宝

八

年

十

一

月

）

ー

祐

玄

（

享

保

八

年

二

月

）

ー

祐

伝

（

宝

暦

十

三

年

六

月

）

ー

道

海

（

入

養

子

後

年

璃

縁

ー

覚

音

文

政

元

年

九

月

ー

智

恩

文

化

十

年

五

月

ー

了

正

文

）

（

）

（

）

（

化

十

四

年

五

月

）

ー

智

法

（

天

保

十

二

年

一

月

）

ー

正

暁

（

後

年

俗

し

明

治

八

年

死

）

ー

龍

渓

（

明

治

四

十

三

年

七

月

）

ー

正

雄

（

現

住

）



西

福

寺

志

賀

村

大

字

小

池

。

由

緒

不

詳

。

按

ず

る

に

財

部

妙

楽

寺

は

（

天

台

）

初

当

寺

域

に

あ

り

し

も

の

の

如

し

。

今

境

内

に

安

置

セ

ル

大

日

像

胎

内

に

左

の

記

あ

り

。

「

刀

始

永

正

六

年

己

己

十

一

月

十

五

日

仝

七

年

庚

午

二

月

九

日

全

成

就

右

此

尊

像

御

頸

尋

由

来

応

仁

元

年

丙

戌

十

一

月

十

三

日

申

時

焔

火

御

堂

共

無

残

被

放

火

去

程

此

款

仝

十

五

日

従

灰

出

現

濁

世

田

舎

虫

栖

寄

異

事

如

是

愛

妙

楽

寺

当

住

職

聖

阿

聖

致

無

二

懇

求

細

工

作

続

己

上

従

応

仁

元

年

丙

戌

迄

永

正

七

年

庚

申

四

十

五

年

●

成

●

。
」

細

工

九

州

大

隅

國

蒲

生

院

八

幡

若

宗

社

大

僧

津

都

法

印

海

重

正

徳

院

春

房

金

剛

界

五

百

餘

尋

胎

蔵

界

七

百

餘

尊

西

苛

不

二

当

住

持

聖

阿

聖

六

十

七

才

長

楽

寺

志

賀

二

千

五

百

九

十

四

番

地

に

あ

り

。

真

宗

本

願

寺

派

に

し

て

山

号

を

無

量

光

山

と

称

す

。

開

基

大

永

年

中

の

開

基

（

大

永

は

四

百

年

前

）

今

の

寺

誌

に

よ

れ

ば

寛

永



元

年

二

月

秋

祐

道

俗

稱

助

右

ェ

門

修

道

場

を

開

き

し

が

創

立

元

禄

五

年

壬

申

正

月

二

十

日

本

尊

如

来

立

像

一

体

本

願

寺

よ

り

下

付

。

延

宝

四

年

丙

辰

二

月

十

一

日

寺

号

公

稱

の

許

可

を

受

く

。

宝

物

親

鸞

上

人

御

影

一

幅

元

禄

六

年

本

願

寺

よ

り

上

宮

太

子

御

影

〃

三

朝

高

祖

御

影

〃

蓮

如

上

人

御

影

・

良

如

上

人

・

湛

如

上

人

・

親

鸞

上

人

縁

起

四

幅

開

基

祐

道

（

助

右

ェ

門

）

ー

常

俊

ー

是

三

ー

智

三

ー

智

海

ー

智

俊

ー

恵

音

ー

智

教

ー

教

恩

妙

願

寺

大

字

志

賀

二

千

九

百

八

十

八

番

地

に

あ

り

。

真

宗

本

願

寺

派

に

し

て

功

徳

聚

山

妙

願

寺

と

稱

す

。

寛

政

・

享

和

頃

境

内

大

杉

樹

あ

り

。

当

時

之

に

因

み

山

号

を

杉

隠

山

と

稱

せ

り

と

云

う

。

現

今

檀

家

六

十

一

戸

あ

り

。

当

山

開

基

後

水

尾

天

皇

明

正

年

中

宗

了

宗

な

る

も

の

。

祖

先

累

代

真

宗

教

義

を

崇

信

し

、

本

願

寺

第

九

世

実

如

上

人

実

筆

跡

な

り

と

伝

わ

る

六

字

名

号

幅

軸

を

奉

安

惣

道

成

と

稱

せ

り

。

其

後

慶

安

三

年

庚



寅

四

月

十

六

日

本

願

寺

第

十

三

世

良

如

上

人

尊

阿

弥

陀

仏

の

木

像

一

躰

を

下

付

せ

れ

る

。

現

今

の

本

尊

是

な

り

。

宝

物

慧

燈

大

師

並

に

実

如

上

人

真

筆

と

伝

ふ

る

六

字

名

号

大

幅

二

幅

宗

祖

見

真

上

人

大

師

画

像

一

軸

正

徳

元

年

針

卯

二

月

二

十

五

日

本

願

寺

第

十

四

世

寂

如

上

人

よ

り

下

付

慧

燈

大

師

画

像

正

徳

元

年

十

二

月

二

十

五

日

本

願

寺

よ

り

下

付

正

徳

元

年

下

付

聖

徳

太

子

殿

下

画

像

及

び

伝

燈

七

高

祖

画

像

各

一

軸

慶

応

三

年

丁

卯

本

願

寺

第

二

十

世

広

如

上

人

よ

り

下

付

見

真

大

師

絵

伝

四

軸

本

願

寺

第

十

九

世

信

明

院

本

如

上

人

画

像

一

軸

安

政

六

年

下

付

見

真

大

師

伝

記

二

巻

歴

代

住

職

開

基

了

宗

（

万

治

二

年

十

二

月

二

日

死

亡

）

第

二

世

善

澄

ー

第

三

世

慧

成

ー

第

四

世

誠

雄

以

上

住

職

進

退

不

明

第

五

世

得

雄

（

天

明

三

年

卯

六

月

死

）

ー

第

六

世

俊

竜

（

不

詳

）

ー

第

七

世

俊

巖

（

天

明

四

年

四

月

死

）

ー

第

八

世

鳳

山

（

文

化

四

年

六

月

死

）

ー

第

九

世

瑞

洞

（

文

化

十

一

年

正

月

死

）

ー

第

十

世

了

善

（

文

化

十

三

年

）

ー

第

十

一

世

了

達

（

明

治

二

十

四

年

十

月

）

ー

第

十

二

世

了

玄

（

現

住

職

）



善

宗

寺

志

賀

村

三

千

八

百

五

十

一

番

地

に

あ

り

。

真

宗

本

願

寺

派

に

属

す

。

文

明

八

年

五

月

十

八

日

の

創

立

に

し

て

、

寺

号

公

稱

仝

九

年

一

月

十

五

日

。

山

号

並

び

に

院

号

不

詳

。玉

置

氏

の

臣

伊

藤

治

郎

蓮

如

に

帰

依

し

て

文

明

年

間

野

口

村

に

道

場

を

開

く

。

其

裔

浄

西

当

寺

を

開

き

弟

智

信

之

を

次

ぐ

。

境

内

百

七

十

五

坪

過

去

帳

一

冊

文

化

五

年

来

の

も

の

存

し

あ

る

の

み

。

歴

代

住

職

浄

西

ー

智

信

ー

○

○

ー

○

○

ー

伊

藤

恵

壽

ー

專

竜

ー

瑞

現

ー

瑞

琳



城

の

壇

じ

ょ

う

が

だ

ん

中

志

賀

三

河

谷

に

望

め

る

山

脚

に

五

段

と

な

り

し

頂

上

平

坦

の

地

に

あ

り

。

面

域

。

。

狭

長

南

北

に

長

し

松

樹

木

荊

棘

と

合

混

じ

茂

り

両

崕

急

に

し

て

雑

木

岩

に

か

か

る

西

面

に

巨

岩

あ

り

て

穴

あ

り

。

旗

幟

を

た

て

た

る

穴

な

り

と

伝

ふ

。

城

跡

な

ら

む

と

伝

ふ

れ

ど

も

居

者

不

明

。

（

玉

置

嘉

左

ェ

門

（

玉

置

高

彦

と

改

名

）

の

居

所

伝

ふ

。

三

河

谷

及

び

廻

り

の

田

数

十

町

を

所

有

せ

り

と

）
。

玉

置

嘉

左

ェ

門

は

浄

恩

寺

前

（

旧

役

場

跡

）

に

あ

っ

て

造

酒

屋

を

い

と

な

み

、

浄

恩

寺

本

堂

改

築

の

と

き

な

ど

相

当

の

盡

力

が

あ

っ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

玉

置

一

統

の

本

家

ら

し

く

、

相

当

な

旧

家

で

あ

っ

た

ら

し

い

が

、

三

谷

池

決

潰

の

節

家

も

ろ

と

も

流

失

後

神

主

の

資

格

を

と

り

、

和

田

に

移

住

、

御

崎

神

社

な

ら

び

に

王

子

神

社

の

神

官

と

な

る

。

玉

置

正

彦

氏

の

厳

父

（

）

内

は

鉛

筆

で

付

記

さ

れ

て

お

り

、

お

そ

ら

く

野

尻

績

の

補

筆

で

は

な

か

ろ

う

か

。

玉

置

正

彦

氏

の

補

筆

で

あ

る

。



志

賀

の

古

墳

下

志

賀

王

子

神

社

は

東

面

す

る

が

、

其

社

殿

下

は

古

墳

な

り

と

の

説

あ

り

。

同

社

よ

り

梢

南

な

る

宮

脇

五

一

六

一

番

に

石

榔

一

切

残

る

。

発

掘

年

代

不

明

。

広

さ

、

坪

許

也

。

（

昭

和

十

五

年

現

在

社

殿

圜

地

造

成

の

為

背

後

掘

下

げ

の

際

地

下

六

尺

あ

ま

り

の

？

と

こ

ろ

よ

り

古

刀

？

二

振

○

○

）

（

）

内

は

鉛

筆

に

て

補

筆

。

野

尻

績

氏

？

（

）

、

、
（

）

発

掘

年

代

は

父

故

人

の

話

で

は

谷

口

の

人

が

発

掘

し

め

ぼ

し

い

も

の

何

も

出

な

か

っ

た

た

め

、

そ

の

ま

ゝ

放

置

し

た

も

の

と

云

う

。

従

っ

て

明

治

時

代

？



徳

本

上

人

本

項

は

行

誡

上

人

徳

本

上

人

伝

の

抜

萃

ら

し

い

（

岡

本

む

ろ

し

氏

）

東

都

一

行

院

の

開

祖

に

し

て

念

仏

行

者

、

俗

性

田

伏

氏

母

は

塩

崎

氏

家

系

畠

山

政

長

に

出

ず

と

い

ふ

。

宝

暦

八

年

六

月

二

十

九

日

志

賀

谷

久

志

村

に

生

る

。

幼

名

三

之

丞

、

資

質

状

貌

雄

偉

年

甫

め

て

四

才

偶

し

隣

家

の

児

の

死

を

観

て

忽

ち

無

常

を

観

じ

他

誨

を

頼

ら

ず

し

て

念

仏

を

稱

う

。

九

才

の

春

出

家

を

懇

請

す

。

父

母

許

さ

ず

暫

く

助

け

夙

に

起

き

夜

に

寝

て

農

業

を

廃

せ

ず

。

耕

田

採

薪

の

間

、

口

に

念

仏

絶

た

ず

。

安

永

五

年

十

九

才

の

春

父

の

病

篤

し

、

乃

ち

医

薬

を

求

む

べ

く

屡

々

和

歌

山

に

。

、

到

る

羊

腸

た

る

山

道

十

八

里

朝

家

を

出

で

立

ち

夕

必

ず

帰

り

至

誠

看

護

に

努

め

し

も

其

の

驗

な

く

。

（

）

。

三

月

二

十

五

日

遂

に

父

に

別

る

天

明

二

年

二

十

五

歳

近

事

戒

を

財

部

村

往

生

寺

大

圓

に

受

く

超

え

て

四

年

再

び

慈

母

に

告

げ

頻

に

出

家

を

請

ふ

。

六

月

二

十

七

日

大

圓

に

従

い

て

剃

度

し

、

志

操

兪

ゝ

堅

固

に

し

て

念

仏

益

々

励

む

。

五

年

（

二

十

八

歳

）

の

春

大

瀧

山

月

正

寺

に

寓

す

。

日

々

唯

炒

麥

一

合

を

以

て

食

に

充

て

三

十

日

を

期

し

、

晝

夜

念

仏

無

限

に

礼

懺

す

。

本

素

よ

り

僻

地

に

閑

棲

し

行

道

純

一

な

ら

む

こ

と

を

願

う

。

俄

に

往

生

寺

を

出

で

て

孤

錫

飄

然

た

り

。

千

津

川

民

等

庵

を

結

び

て

延

請

す

。

六

年

二

月

十

七

日

仝

村

落

合

谷

に

寓

す

。

苦

修

練

行

七

た

び

寒

暑

を

経

て

身

に

一

袈

裟

を

被

り

餘

服

を

蓄

へ

ず

。

避

穀

断

塩

日

に

唯

ゝ

一

度

蠶

豆

少

許

を

食

し

、

昧

旦

よ

り

渓

流

に

垢

離

す

る

晝

夜

七

度

、

五

体

を

地

に

投

げ

て

佛

名

を

唱

ふ

る

こ

と

日

課

に

数

千

遍

、

念

佛

の

外

ま

た

他

言

を

雑

へ

ず

、

道

心

堅

剛

に

し

て

行

歩

少

し

も

懈

ら

ず

。

寛

政

三

年

冬

十

月

行

脚

の

志

を

抱

き

移

り

て

萩

原

村

の

草

廬

の

居

る

。

毎

夜

人

静

ま

り

て

後

、

附

近

を

遊

行

念

佛

す

る

凡

二

里

。

初

め

出

家

し

て

よ

り

以

来

、

縄

床

に

端

坐

し

て

別

に

寝

所

な

し

。

日

夜

法

衣

を

脱

せ

す

、

大

小

便

利

の

外

、

利

生

の

事



に

あ

ら

ざ

れ

ば

、

未

だ

嘗

て

禅

床

を

下

が

ら

ず

。

或

時

大

戒

を

得

ん

と

欲

し

、

十

七

日

を

期

し

善

導

大

師

に

梼

る

。

期

満

ち

て

机

上

に

梵

網

戒

経

を

感

得

す

る

頂

戴

披

閲

し

て

自

然

文

義

に

通

暁

す

。

五

年

萩

原

を

去

り

塩

津

谷

に

寓

す

。

漁

者

樵

夫

等

渇

仰

崇

信

利

益

日

に

熾

な

り

。

明

年

夏

四

月

上

國

に

観

光

し

、

華

頂

・

西

山

・

比

叡

・

古

知

谷

の

祖

迹

を

拝

覧

す

。

秋

九

月

熊

野

三

山

に

詣

る

。

到

る

処

に

化

を

布

き

、

機

に

従

ひ

教

を

垂

る

。

冬

十

月

帰

る

。

塩

津

に

寓

す

。

本

稚

よ

り

文

字

を

習

わ

ず

、

義

學

を

事

と

せ

ず

、

始

め

得

度

す

る

と

き

授

業

師

に

従

ひ

、

僅

か

に

彌

陀

経

の

句

続

を

習

ふ

の

み

。

然

る

に

念

佛

三

昧

業

事

成

就

し

て

自

然

智

を

発

得

し

、

自

ら

絵

詞

伝

語

燈

録

等

を

読

み

て

宗

要

を

領

解

し

大

乗

玄

理

に

通

達

し

學

人

と

接

す

る

に

及

び

法

界

一

如

事

理

圓

融

一

微

塵

に

十

界

を

容

れ

一

毛

端

に

諸

佛

刹

を

含

む

の

妙

致

を

説

く

臨

池

を

事

と

せ

ず

、

善

く

彌

陀

号

一

枚

起

請

等

を

書

し

、

又

佛

像

及

び

自

ら

の

肖

像

を

畫

き

兼

ね

て

木

像

を

刻

す

。

是

の

年

冬

十

一

月

有

田

郡

須

谷

村

天

神

山

に

棲

遽

す

。

七

年

秋

七

月

古

城

山

の

絶

頂

に

閑

居

し

、

室

を

鎖

し

交

じ

り

を

絶

ち

專

ら

佛

名

を

唱

ふ

。

道

俗

化

を

慕

い

念

佛

勝

瑞

感

見

し

往

生

を

得

る

者

夥

し

。

或

時

弟

子

某

に

語

り

て

曰

く

、

我

恒

に

極

楽

浄

土

樹

啼

鳥

天

楽

微

妙

自

然

妙

法

を

聞

き

我

己

に

音

響

忍

を

獲

た

り

。

又

曰

く

妙

門

は

是

れ

一

切

衆

生

の

良

福

田

な

り

道

業

を

修

め

る

を

以

て

信

心

の

檀

越

己

の

分

を

減

じ

て

之

を

施

興

す

。

然

れ

ば

則

ち

一

薪

一

草

と

雖

も

容

易

に

費

用

す

べ

か

ら

ず

。

是

を

以

て

我

一

日

勤

め

ざ

れ

ば

一

日

食

わ

ず

と

誓

ふ

、

故

に

出

家

以

還

未

だ

一

日

も

懈

怠

せ

ず

と

寛

政

十

年

（

四

十

一

歳

）

夏

五

月

自

誓

し

て

梵

網

五

十

八

戒

を

受

く

。

前

方

便

中

異

光

を

見

て

寶

華

を

感

ず

。

爾

後

法

隆

寺

叡

弁

律

師

に

謁

し

て

従

前

の

好

相

を

語

り

親

し

く

印

可

を

蒙

る

。

爾

來

衣

鉢

座

具

等

を

持

護

し

、

須

●

も

身

を

離

さ

ず

、

是

の

秋

ゆ

八

月

攝

州

呉

田

吉

田

氏

の

請

に

應

じ

て

住

吉

山

草

庵

に

住

す

。

十

二

年

秋

九

月

紀

伊

の

太

守

徳

川

治

、

、

寶

本

の

道

徳

を

欽

仰

し

草

庵

を

有

田

山

に

構

え

郷

貫

に

還

り

て

念

佛

門

を

弘

通

す

べ

き

の

命

あ

り



因

て

紀

伊

に

帰

り

四

部

を

利

導

す

。

享

和

三

年

の

冬

（

四

十

四

歳

）

攝

州

勝

尾

寺

闔

衆

の

招

請

に

應

、

。

、

て

松

林

庵

に

寓

す

結

縁

の

道

俗

星

羅

雲

結

す

三

年

冬

十

月

洛

東

獅

子

谷

法

然

院

に

鬢

髪

を

剃

り

内

衣

を

用

ふ

、

初

め

出

家

以

來

山

居

巌

棲

、

苦

修

練

行

、

寸

陰

を

惜

ん

で

剪

爪

除

髪

の

事

さ

へ

な

か

り

し

が

、

頃

者

稘

化

其

の

因

縁

熟

し

て

人

気

を

近

づ

く

る

と

共

に

、

も

と

長

髪

の

沙

門

の

正

儀

に

あ

ら

ざ

る

を

想

う

て

此

の

事

あ

り

。

同

年

十

一

月

関

東

に

下

向

す

小

石

川

傳

通

院

貫

主

君

誉

智

巌

優

遇

し

て

具

に

傳

法

相

承

の

事

あ

り

。

文

化

元

年

（

四

十

七

歳

）

夏

日

光

に

詣

で

同

三

年

正

月

よ

り

八

月

に

亘

り

越

前

妙

華

谷

に

別

行

。

六

年

七

月

知

恩

院

大

僧

正

君

譽

智

巌

（

傳

通

院

よ

り

栄

転

）

入

寂

の

前

、

本

勝

尾

寺

よ

り

飛

錫

、

臨

終

の

善

知

識

た

り

。

九

年

五

月

舵

取

總

持

寺

に

留

錫

十

七

日

別

行

あ

り

日

々

群

集

二

萬

人

、

遠

く

淡

路

よ

り

詣

づ

る

も

の

船

二

百

隻

に

及

ぶ

。

尋

で

紀

伊

老

侯

及

び

国

主

に

謁

す

。

増

上

寺

大

僧

正

典

海

は

本

と

同

国

の

諠

も

あ

り

数

々

尺

牘

を

修

め

て

東

國

の

化

導

を

懇

請

す

る

所

あ

り

し

か

ば

、

文

化

十

一

年

（

五

十

七

歳

）

の

夏

勝

尾

を

發

し

て

東

下

す

。

六

月

縁

山

法

主

に

謁

し

、

ま

た

赤

坂

藩

邸

の

招

請

を

受

く

。

翌

十

二

年

豆

相

方

面

を

行

化

し

、

十

三

年

武

總

方

面

よ

り

信

越

方

面

を

巡

り

、

九

月

江

戸

に

帰

る

。

典

海

益

々

随

喜

し

て

小

石

川

に

一

行

院

を

営

興

し

、

此

処

に

住

し

て

化

を

揚

げ

し

む

。

十

四

年

十

二

月

同

院

落

成

之

に

移

る

。

公

侯

士

民

群

聚

帰

仰

す

。

翌

文

政

元

年

九

月

上

旬

、

宿

疾

（

痰

痰

）

の

為

音

聲

枯

渇

、

自

ら

謂

へ

ら

く

臨

終

遠

か

ら

じ

と

。

十

五

日

か

ら

十

七

日

の

別

行

終

わ

っ

て

宗

門

の

秘

籍

を

弟

子

本

佛

に

附

し

遺

誡

丁

寧

な

り

。

命

終

の

時

に

臨

み

、

門

人

に

属

し

て

曰

く

我

往

生

の

後

、

人

あ

り

て

我

が

一

代

の

行

業

を

問

は

ん

、

爾

等

應

に

徳

、

。

本

は

四

歳

の

時

よ

り

六

十

一

歳

の

今

日

に

至

ま

で

一

日

も

懈

怠

せ

ず

念

佛

相

續

す

と

對

ふ

べ

し

と

十

月

六

日

黎

明

諸

子

に

告

げ

て

曰

く

、

我

が

往

生

期

己

に

切

迫

す

、

汝

等

念

佛

怠

る

勿

れ

ど

、

本

自

ら

念

佛

机

上

に

端

坐

し

、

過

午

に

至

に

及

び

て

俄

然

と

し

て

頭

北

面

西

右

脇

に

し

て

臥

し

、

高

聲

念



佛

安

祥

に

し

て

寂

す

。

世

壽

六

十

一

。

全

身

を

本

院

に

葬

り

、

塔

を

を

そ

の

上

に

樹

つ

。

弟

子

本

佛

其

の

道

を

相

承

し

、

法

席

を

補

ふ

。

旧

家

加

茂

氏

当

村

の

浪

士

畠

山

掃

部

大

夫

政

氏

の

後

な

り

。

日

高

一

揆

の

時

、

浅

野

氏

に

忠

あ

り

、

其

の

時

の

文

書

の

写

を

蔵

む

。

又

浅

野

氏

よ

り

政

子

の

子

に

與

へ

し

と

い

ふ

刀

を

蔵

む

。

川

瀬

氏

（

地

士

）

志

賀

村

志

賀

の

人

。

姓

は

平

氏

葛

原

親

王

の

後

胤

。

川

越

太

郎

重

頼

妾

腹

の

末

子

久

重

。

其

ノ

族

重

忠

の

庇

護

に

よ

り

秩

父

三

十

六

荘

の

一

た

る

川

瀬

庄

を

領

す

。

重

忠

滅

後

浪

々

し

て

河

内

に

居

住

す

。

久

重

数

代

の

孫

久

彌

河

内

高

屋

城

主

畠

山

右

京

大

夫

高

政

に

仕

え

、

物

頭

役

と

な

る

。

後

浪

人

と

な

り

和

州

に

立

退

き

病

死

す

。

其

の

子

に

常

角

い

ふ

あ

り

。

永

禄

の

晩

年

始

め

て

紀

州

に

来

た

り

、

湯

川

氏

に

頼

る

。

時

に

志

賀

谷

久

志

の

領

主

玉

置

右

京

進

湯

川

氏

に

背

く

に

よ

り

、

常

角

命

を

受

け

け

て

之

を

討

ち

功

を

以

て

久

志

村

を

賜

ふ

。

次

い

で

上

志

賀

領

主

志

賀

太

夫

進

の

反

す

る

や

常

角

ま

た

之

を

鎮

定

し

、

乃

ち

太

夫

進

跡

敷

を

加

給

せ

ら

る

。

是

に

於

て

上

志

賀

に

家

居

す

。

常

角

の

長

子

七

郎

次

郎

、

強

勇

の

聞

あ

り

。

湯

川

氏

の

重

臣

湊

惣

左

衛

門

の

女

を

娶

り

し

、

。

、

が

故

あ

り

て

之

を

殺

し

川

瀬

・

湊

両

家

の

確

執

と

な

る

七

郎

次

郎

己

に

利

な

ら

ざ

る

を

知

り



其

の

男

児

二

歳

な

る

を

小

畑

六

郎

右

衛

門

に

預

け

、

天

正

三

年

弟

彌

三

郎

と

共

に

海

士

郡

に

立

退

き

、

雑

賀

孫

市

頼

る

。

翌

四

年

本

願

寺

光

佐

大

阪

に

據

り

て

織

田

氏

と

兵

を

構

ふ

る

や

孫

市

本

願

寺

に

當

す

る

の

故

を

以

て

七

郎

次

郎

ま

た

随

ひ

て

出

陣

し

、

彌

三

郎

之

に

死

す

。

天

正

八

年

光

佐

紀

伊

に

落

來

る

や

、

七

郎

次

郎

之

に

随

う

。

次

い

で

織

田

勢

雑

賀

を

攻

む

る

や

七

郎

次

郎

勇

戦

、

敵

二

十

七

騎

を

討

取

り

終

に

戦

死

す

。

七

郎

次

郎

の

長

子

小

畑

家

に

人

と

な

り

、

川

瀬

六

郎

左

衛高

門

と

い

ふ

。

慶

長

二

十

年

大

阪

陣

の

時

、

湊

惣

左

衛

門

一

揆

を

企

て

之

に

當

す

る

も

の

多

し

（
。

）

六

郎

左

衛

門

之

が

鎮

定

に

力

め

て

功

あ

り

。

賞

と

家

村

西

村

孫

四

郎

・

志

賀

村

中

村

三

郎

兵

衛

・

小

池

村

寺

井

孫

右

衛

門

ら

其

の

魁

な

り

し

て

三

郎

兵

衛

弟

源

四

郎

の

持

高

三

十

四

石

二

斗

を

賜

ふ

。

之

に

於

て

六

郎

左

衛

門

は

小

畑

屋

敷

に

家

居

し

、

小

畑

の

家

居

は

上

志

賀

村

池

之

谷

に

移

し

、

実

子

久

次

郎

を

し

て

其

の

家

を

継

が

し

。

、

。

む

元

禄

元

年

四

月

二

日

本

家

を

長

子

久

七

に

譲

り

自

ら

小

杭

に

退

隠

し

て

其

の

開

発

に

努

む

、

、

、

六

郎

左

衛

門

の

子

四

郎

兵

衛

中

志

賀

玉

置

某

の

女

を

娶

り

男

子

六

人

有

り

皆

小

杭

に

分

家

し

①

②

児

孫

繁

滋

す

。

久

七

の

長

子

久

七

、

寛

文

六

年

大

荘

屋

役

を

命

ぜ

ら

れ

、

延

宝

五

年

地

士

竝

と

な

り

六

之

右

衛

門

と

改

む

。

元

禄

五

年

の

高

野

騒

動

に

伊

都

郡

橋

本

に

詰

む

。

其

の

功

を

以

て

若

山

評

定

所

に

於

て

金

若

干

を

賜

ひ

、

本

地

士

を

命

ぜ

ら

れ

る

。

①

玉

置

正

彦

氏

の

祖

？

②

小

杭

の

川

瀬

氏

の

由

来

白

井

久

蔵

（

土

木

家

）

安

永

五

年

小

池

村

に

生

る

。

夙

に

郷

役

方

を

志

願

し

、

寛

政

五

丑

年

三

月

（

十

八

歳

の

春

）

江



戸

詰

御

中

間

に

召

抱

へ

ら

る

。

同

年

五

月

奥

御

用

部

屋

陸

尺

申

付

ら

れ

、

勤

続

十

五

年

。

文

化

四

卯

年

六

月

「

久

々

出

精

相

勤

兼

而

御

普

請

筋

心

掛

け

も

有

り

之

に

付

郷

役

並

に

手

代

申

付

御

切

米

五

石

二

人

扶

持

被

下

之

」

の

辞

令

を

受

く

、

爾

來

領

内

各

所

に

出

役

、

大

小

の

土

工

興

ら

ざ

る

な

し

。

就

中

田

丸

領

川

俣

新

溝

開

鑿

は

壮

時

の

偉

功

に

し

て

、

有

田

郡

千

田

隧

道

は

晩

年

惨

澹

た

る

経

営

の

も

と

に

就

り

し

大

土

工

た

り

。

今

、

其

の

勤

行

書

を

抄

期

記

し

て

傳

に

代

ふ

。

一

、

官

歴

一

、

寛

政

五

丑

年

三

月

江

戸

御

中

間

に

被

召

抱

候

一

、

同

年

五

月

御

用

部

屋

陸

尺

被

申

付

候

一

、

文

化

四

卯

六

月

郷

役

御

普

請

並

手

代

被

成

下

御

切

米

五

石

二

人

扶

持

被

下

候

一

、

同

十

四

丑

十

二

月

郷

役

御

普

請

手

代

被

申

付

御

切

米

七

石

被

成

下

之

一

、

文

政

三

辰

十

二

月

御

切

米

八

石

被

成

下

之

一

、

同

六

未

五

月

評

定

所

書

役

格

被

申

付

拾

石

に

御

足

高

被

成

下

之

一

、

同

十

亥

十

二

月

評

定

所

書

役

被

仰

付

出

精

相

勤

候

付

三

人

扶

持

被

成

下

之

一

、

天

保

二

卯

正

月

出

精

相

勤

候

付

支

配

勘

定

格

被

仰

付

年

々

銀

二

枚

被

下

置

之

一

、

同

年

六

月

當

分

御

普

請

御

御

用

筋

兼

相

勤

可

申

候

一

、

同

七

申

四

月

出

精

相

勤

候

付

御

勘

定

見

習

格

被

仰

付

十

二

石

高

に

、

御

足

高

被

下

置

被

下

銀

其

儘

被

下

候

事

一

、

同

年

九

月

當

分

御

勘

定

見

習

在

方

助

勤

可

申

候

一

、

同

十

亥

十

二

月

御

勘

定

見

習

被

仰

付

出

精

相

勤

候

付

肩

衣

御

免

十

五

石

之

高

御

足

高

に

被

成

下

之



右

の

通

當

年

（

天

保

十

三

年

）

迄

都

合

五

十

年

相

勤

申

候

以

上

（

天

保

十

三

年

存

生

願

別

記

）

二

、

事

功

一

、

文

化

十

一

戌

年

上

牟

婁

直

見

村

古

荒

開

墾

一

、

同

十

二

亥

同

郡

鶴

河

大

柳

両

村

立

會

潰

れ

池

再

興

・

一

、

同

十

三

子

年

勢

州

田

丸

領

阿

曾

村

大

河

内

新

溝

並

柏

野

村

領

注

れ

野

分

水

新

溝

共

相

仕

立

右

水

利

に

て

三

十

六

ケ

在

古

荒

開

拓

一

、

同

十

四

丑

年

同

領

土

屋

村

塘

切

れ

池

再

興

並

大

久

保

村

岩

ヶ

新

池

築

道

一

、

文

政

元

寅

年

田

丸

領

下

菅

村

上

河

内

谷

池

重

置

並

河

合

岡

田

両

村

立

会

新

池

築

造

一

、

同

二

卯

年

同

領

小

社

村

新

田

開

墾

、

同

領

茂

原

村

新

溝

栃

原

村

仁

古

里

新

溝

長

原

村

立

花

新

池

五

佐

奈

村

重

置

池

共

（

）

栃

原

溝

長

二

里

半

一

、

同

三

辰

年

同

領

金

輪

古

里

野

添

三

ヶ

在

立

合

川

俣

川

新

溝

（

）

並

清

水

赤

長

四

里

八

分

瀧

立

合

新

溝

共

長

八

里

溝

ノ

内

岩

山

掘

抜

三

ヶ

一

、

同

四

巳

年

同

領

波

多

瀬

片

野

古

江

丹

生

四

ヶ

在

立

会

川

俣

新

溝

（

）

三

年

越

し

同

六

月

末

三

月

成

就

、

入

用

人

夫

三

十

四

萬

所

あ

り

村

々

新

田

開

発
三

領

在

々

よ

り

人

足

五

萬

人

御

傳

餅

人

、

内

（

）

御

酒

被

下

丹

生

村

領

於

経

野

原

餅

投

（

）

同

五

月

干

魃

伊

都

那

賀

名

草

乱

暴

米

四

十

俵

上

並

掛

り

村

よ

り

一

、

同

五

年

松

坂

領

山

室

村

八

條

ヶ

谷

潰

れ

池

再

興

一

、

同

六

酉

年

日

高

荊

木

両

富

安

三

ヶ

村

立

合

東

谷

奥

池

塘

天

落

込

再

興

一

、

同

戌

七

年

田

丸

領

金

輪

古

里

両

村

立

合

河

内

任

ぜ

新

溝

、

同

年

九

月

よ

り

同

領

森



の

庄

田

中

野

中

三

ヶ

村

立

合

ひ

わ

た

池

再

興

（

奥

行

三

百

三

十

間

、

横

百

三

十

間

）

村

々

古

荒

開

墾

一

、

同

八

亥

年

同

領

奈

良

井

村

奈

良

谷

新

池

築

造

一

、

同

九

子

十

一

月

よ

り

同

領

湯

田

妙

法

寺

両

村

立

合

大

谷

新

池

新

溝

共

築

造

但

溝

長

三

里

一

、

同

十

丑

年

伊

都

郡

柏

木

村

小

場

谷

新

池

新

溝

共

築

造

一

、

同

十

一

寅

年

上

牟

婁

川

口

村

新

池

、

直

見

村

領

材

木

丸

太

流

の

荒

川

新

池

築

造

に

付

打

樋

川

岩

山

切

抜

無

後

患

出

来

二

一

一

、

天

保

二

卯

年

伊

都

郡

小

田

原

村

新

池

同

年

八

月

よ

り

日

高

郡

小

池

村

寺

田

谷

池

重

置

仕

掛

喰

切

一

、

同

三

辰

年

同

郡

高

家

村

疎

口

池

に

池

田

川

取

込

同

村

北

輪

谷

潰

れ

池

再

興

共

築

う
と
ぐ
ち

造

一

、

同

四

巳

年

上

牟

婁

宇

津

木

村

寺

谷

新

池

並

同

郡

●

の

河

村

中

畑

谷

重

置

一

、

同

五

午

年

伊

都

郡

山

田

村

新

池

築

造

一

、

同

未

年

日

高

郡

萩

原

村

露

谷

池

重

置

並

同

郡

中

志

賀

村

三

河

谷

新

池

仕

掛

喰

切

一

、

同

七

申

年

紀

の

河

筋

六

ヶ

井

口

出

水

毎

破

損

営

繕

の

間

井

末

在

々

及

旱

損

候

故

口

二

百

間

登

し

岩

穴

堀

抜

並

同

井

分

水

中

島

溝

共

出

来

一

、

同

八

酉

年

有

田

郡

吉

見

村

幸

岸

池

重

置

（

米

價

三

百

目

大

飢

饉

な

り

）

同

年

四

月

よ

り

日

高

郡

荊

木

両

富

安

三

ヶ

在

立

合

東

谷

新

池

築

造

、

但

發

頭

人

荊

木

村

山

上

淺

右

衛

門

に

申

談

相

詰

め

同

人

事

車

力

抃

聊

設

溜

め

の

金

を

？



手

備

に

三

ヶ

村

の

旱

損

を

省

き

度

念

願

成

、

実

に

永

世

不

朽

の

功

（

同

人

中

途

に

没

す

）

碑

に

詳

な

り

一

、

同

九

戌

年

下

牟

婁

新

宮

上

ヶ

知

坂

本

村

鷲

の

巣

谷

新

池

並

新

溝

岩

倉

難

所

、

長

千

四

百

間

共

五

月

出

来

古

荒

高

七

十

六

石

餘

開

墾

同

九

年

戌

十

一

月

よ

り

有

田

郡

千

田

野

村

山

地

三

ヶ

在

立

合

悪

水

吐

き

高

十

一

丈

七

尺

の

和

田

峠

長

百

八

十

間

堀

抜

岩

穴

（

高

五

尺

長

四

尺

）

昼

夜

無

間

断

五

カ

年

超

し

（

断

魚

潔

斎

に

て

）

同

十

三

年

寅

七

月

二

十

七

日

夜

両

方

よ

り

貫

き

合

出

来

入

費

六

十

四

匁

立

金

に

し

て

三

千

五

百

九

十

圓

餘

一

、

同

八

月

二

十

四

日

享

年

六

十

七

歳

に

て

没

す

嗚

呼

痛

哉

※右

箇

所

二

十

二

個

所

※

天

保

十

三

寅

年

『

白

井

久

蔵

勤

行

書

』

元

県

議

・

副

議

長

白

井

藤

拊

氏

の

父

？

・

祖

父

？

田

伏

氏

志

賀

村

大

字

志

賀

。

姓

は

平

氏

畠

山

政

長

の

第

二

子

久

俊

に

出

づ

。

政

長

明

応

二

年

四

月

河

州

正

覚

寺

の

陣

に

戦

死

せ

し

時

、

其

の

子

尚

順

・

久

俊

等

遁

れ

て

大

和

よ

り

紀

伊

に

入

り

在

田

郡

に

蟄

居

す

。

時

に

日

高

郡

に

一

女

子

あ

り

、

久

俊

邂

逅

に

相

見

て

深

く

之

を

愛

し

、

終

に

妾

す

。

同

年

九

月

久

俊

兄

と

共

に

兵

を

挙

げ

、

河

州

に

出

陣

せ

ん

と

す

る

や

、

妾

別

を

惜

み

其

の

輿

に

せ

ん



こ

と

を

乞

ふ

。

久

俊

其

の

志

に

感

じ

記

念

の

短

刀

を

與

へ

、

夜

に

乗

じ

て

去

る

。

妾

尚

悲

し

み

に

堪

へ

ず

其

の

跡

を

追

は

ん

と

せ

し

が

、

此

の

時

既

に

妊

あ

り

て

意

を

果

さ

ず

幾

許

も

な

く

一

男

を

擧

ぐ

。

生

長

の

後

自

ら

刑

部

左

衛

門

と

稱

す

。

久

し

く

志

を

得

ず

。

妾

ま

た

悲

歎

餘

、

蓮

如

に

謁

し

真

宗

に

帰

す

。

其

の

後

畠

山

高

政

の

在

田

郡

に

来

る

や

、

妾

刑

部

左

衛

門

を

携

へ

て

詣

り

、

久

俊

の

子

な

る

こ

と

を

告

ぐ

。

高

政

信

ぜ

ず

、

纔

に

在

田

・

日

高

両

郡

の

内

に

て

若

干

の

田

畠

を

與

へ

、

刑

部

左

衛

門

に

對

面

せ

ず

、

ま

た

畠

山

の

公

稱

を

許

さ

ず

、

田

伏

と

名

乗

ら

し

む

（

高

政

が

妾

の

言

を

用

ひ

ざ

り

し

は

妾

が

邑

人

に

誘

わ

れ

て

再

稼

し

一

女

を

生

め

る

あ

り

し

を

以

て

な

り

と

）

其

の

長

子

刑

部

左

衛

門

早

世

し

、

次

子

介

右

衛

門

宗

門

擁

護

竝

に

家

名

再

興

の

志

あ

り

、

天

正

五

年

春

父

（

刑

部

左

衛

門

）

と

共

に

雑

賀

党

に

與

し

、

和

歌

彌

勒

寺

山

に

籠

り

て

織

田

氏

の

軍

。

。

、

。

に

に

抗

す

同

十

年

春

ま

た

鷺

の

森

に

籠

も

る

程

な

く

豊

臣

氏

の

世

と

な

り

遂

に

志

を

得

ず

寛

永

元

年

真

宗

長

楽

寺

を

創

立

し

て

其

の

開

山

と

な

り

、

家

は

其

の

子

代

作

に

傳

へ

、

寺

は

其

の

女

お

玉

に

聟

常

俊

を

迎

へ

て

之

に

譲

る

。

共

に

田

伏

を

稱

す

。

與

作

の

後

徳

本

上

人

を

始

め

浄

土

宗

の

名

僧

を

出

す

。

天

正

十

三

年

重

介

の

時

吉

田

と

改

姓

す

。

蓋

し

重

介

の

伯

母

ユ

ウ

吉

田

村

吉

田

伊

三

郎

（

徳

川

家

御

廣

敷

御

鍵

口

番

大

奥

江

戸

勤

）

に

稼

し

た

る

も

伊

三

郎

死

し

子

な

き

を

以

て

生

家

に

復

帰

し

、

重

介

即

ち

家

職

（

江

戸

勤

）

を

継

ぐ

を

以

て

な

り

（

家

紋

桐

臺

）

。



植

物

は

り

ぎ

り

志

賀

村

小

池

の

山

林

に

自

生

す

る

。

落

葉

喬

木

に

し

て

、

敢

え

て

珍

と

す

る

に

足

ら

ざ

れ

ど

も

御

坊

付

近

に

て

は

此

処

最

も

採

取

し

易

し

。

は

り

ぎ

り

一

名

せ

ん

の

木

と

稱

し

五

加

科

に

属

す

。

？

？

高

さ

七

乃

至

八

丈

周

囲

丈

余

に

達

す

。

樹

皮

黒

褐

色

に

し

て

●

●

枝

肥

大

に

し

て

棘

多

し

。

葉

は

掌

状

に

し

て

七

内

至

九

尖

に

て

鋸

歯

あ

り

。

葉

柄

は

頗

る

長

く

し

て

一

尺

餘

に

至

る

も

の

あ

り

。

八

乃

至

九

月

頃

枝

梢

上

に

複

徼

形

花

を

出

し

淡

緑

色

の

細

花

を

開

く

。

花

後

小

な

る

果

実

を

結

び

熟

し

て

黒

し

・

材

を

下

駄

並

に

器

具

を

製

す

。

K
alopanax

ricinfolius
M
iq

ハ

リ

ギ

リ

一

名

セ

ン

ノ

キ

て

ん

だ

い

う

や

く

志

賀

村

小

池

山

林

中

に

生

ず

。

高

さ

八

乃

至

九

尺

に

達

し

、

葉

は

円

状

楕

円

形

に

し

て

先

端

尖

り

仝

辺

に

し

て

其

質

厚

く

光

沢

を

有

し

裏

面

白

色

を

帯

ぶ

。

葉

中

主

脈

と

三

条

あ

り

。

根

は

長

き

を

塊

と

な

す

。

枝

梢

葉

脈

に

鱗

状

苞

を

被

り

て

、

三

乃

至

四

月

頃

淡

黄

色

の

小

花

を

出

す

。

花

後

楕

円

形

の

果

実

を

結

ぶ

。

樟

科

に

属

す

。

牧

野

富

太

郎

博

士

の

説

に

し

は

元

●

種

を

移

植

し

て

培

養

せ

る

も

の

と

い

ふ

。

野

生

と

な

り

て

生

育

す

る

も

の

は

、

九

州

・

紀

州

位

の

も

の

な

り

と

い

ふ

。



一

、

昭

和

五

十

三

年

三

月

二

十

九

日

吉

田

謙

君

よ

り

手

書

き

写

本

の

コ

ピ

ー

を

貰

い

し

も

の

な

り

清

水

長

一

郎

一

、

平

成

十

四

年

十

二

月

一

日

手

書

き

写

本

を

ワ

ー

プ

ロ

に

て

活

字

化

す

る

清

水

章

博


